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「スコップ・クリエーティブ・コース」とは

スコップ・クリエーティブ・コース（以下SCC）のプログラムは、子どもたちが「絶対解」のない問いに対して、自分の頭で考え、
クラスメイトと相談して考えながら、モノをつくったり、絵を描いたり、言葉にしたり、体で表現したりするなど、様々なアプローチ
で学んでいくことにより、失敗を恐れず、自ら答えを出す契機を与え続けていきます。

実社会で活躍しているプロフェッショナルと一緒に多種多様な学びの領域をテーマにしながら、探究を行う上で必要となる、「視点を
変える」「思考表現の仕方」「相手に伝える力」などを楽しみながら「型」として習得していくことが可能なプログラムです。
手を動かすワークと組み合わせて、デザイン思考やアート思考、プログラミング的思考などの学びを深めます。
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★プログラムの進行

ひとつのプログラムは、4回で完結するものが基本となります。4
回を通じて、徐々にテーマへの理解を深め、子どものアウトプッ
トを引き出すための構成を組んでいるのが特徴です。

★運用形式

SCCのプログラムは、映像を使った運用になります。ただし、映像を見
せておけばOKというものではなく、映像に登場するプロナビゲーター
（映像の先生）による知識の伝達や発問と、現地の学校の先生がプログ
ラムごとに用意されたキットを使用してワークを進める時間との役割分
担で、授業を進行します。また、専門知識がなくても安心して授業がで
きるように、学びのポイントを示したTG（ティーチャーズガイド）を
あらかじめ見て予習ができるようになっています。

「スコップ・クリエーティブ・コース（SCC）」の特徴



■学校等教育機関の課題と解決策
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【課題】

先生たちと探究学習の打ち合わせを行うと、常に課題として出てくるキーワードと
して、「探究テーマをどうするか？」「授業進行方法をどのように統一していく
か？」「資料や教材が作れない」「予習時間が取れない」「予算とコマ組みをどう
するか？」がトップ５として挙げられることが多い。また、探究学習を進める上で
課題として挙げられるのは、「視点が変わらず、並行した議論になってしまう」
「大半が調べ学習になってしまう」「予定調和の探究になってしまう」「ネット記
事やWikipediaに掲載されていることを疑わない」などの課題の相談を受けること
が多々ある。

弊社の提供するSCCでは、探究を行う上で必要となる「探究の型」を楽しく学ぶこ
とができるプログラムとなっており、先述した課題解決の一助となるプログラムで
ある。

全てのプログラムにおいて、社会で活躍している、デザイナーやアーティスト、
研究者、起業家などがプロナビゲーターとして動画で登場し、その領域のINPUTを
行った後、探究する過程で必要となる、「想像と創造」「視点を変える」「思考の
幅を広げる」「他者と対話をする」などの力を、実際に手を動かしながOUTPUT
を行うことで、自然と身につけることが可能になっている。

➊探究テーマの設定

➋授業進行の方法

➌資料や教材の作成

➍予習時間の不足

➎予算とコマ組み

★探究学習の課題★



■探究的な学び支援補助金における活用場面
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【学校の課題の解決】

学校が抱えている課題である、➊探究テーマの設定、➍予習時間は「複数の映像プログラム」を用意することで対応。➋授業の進行は「TG
（ティーチャーズガイド）」でサポート。➌資料や教材の作成に対しては「映像とキット」でサポート。➎予算とコマ組みは「学校ごとの特徴
に合わせたコマ組みの相談」で対応し、解決の支援を行った。

また、探究学習を進める上での課題となっている、子どもたちのマインドセットに関しては、教科指導のように「絶対解」があるのではなく、
自分の視点を変えることで思考が広がり、他者との対話の中で「納得解」を見つけていくことを通して、間違ってはいけないと怖がるのではな
く、自分の頭で考え、答えを作り出すことで「探究の型」を作り、育むことができた。

【授業風景】探究学習において必要となるINPUT
領域は、動画を使用して授業を実施。動画はモニ
ターやプロジェクターに投影して全体進行を行う。

【授業の流れ】INPUT領域が終わると、先生が
ファシリテーションを行うことで、子ども達は能
動的にOUTPUTを行うことができる。

【授業の様子】ICTを活用し、子ど
もたちの製作物をシステムを利用
して全員でシェアを行う。



■探究的な学び支援補助金における導入実績
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【学校等教育機関】7校

【学校等設置者】7団体



■探究学習等サービス活用による成果
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★SCCは、子どもの創造性を高めるプログラムであり、問いの立て方や支援の仕方を学ぶ教員研修にもなる。

★普段の授業とはまた違う視点で授業づくりができるのは、多くの先生にとって学びになる部分が大きい。

★探究活動において、視点を変えたり、思考を深めるということが大切ということが分かった。

★Society5.0に求められる、主体性や創造力、課題解決力などに対する学びのフックがたくさんあった。

もちろん、指導者側にも！

★授業が終了した後、次のスコップはいつやるのか？と子どもたちからの質問が多かった。

★予習が心配だったが、動画とTGがあるお陰で、時間が大幅に短縮できた。

★滅茶苦茶おもしろかった。子どもたちの発想を一緒に深めていく感覚は教科指導にも役立てられる。

【教職員の声】



■サービスを活用するにあたっての課題とその改善策
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【課題】

できるだけ先生たちの業務負担量を減少させるために、SCCの操作方法を動画化することで予習のタイミ
ングを自分で決めることができるようにしたり、ファシリテーションのポイントをまとめたTG（ティー
チャーズガイド）を用意したり、必要となる教具をキット化したことで、利用をした先生たちからの評価
は非常に高かったが、答えが多様的なケースのファシリテーションの仕方をレクチャーしてほしかったと
いう声も2件ほどいただいた。

【改善策】

事前にオンラインで授業の運営レクチャーを行うような仕組みを作ることを考えたい。全員の先生に行う
ことは難しいと考えるので、先生のスタンスや特性に応じて対応ができるように、事前にレクチャーの希
望選択制を取って、課題を解決していくことを検討。



■サービスを活用した児童・生徒・教職員等のコメント感想等
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SCCの面白い点は、パッケージ化されたプログラムであ
りながら、実際に現場で授業を担当されている先生方が、
ご自分の持ち味を授業の中に反映させながら、運用を工
夫できるところだと思います。探究的な学び、本校でい
うと「創造探究」の時間に何をするか？そのアイデアを
出すのが、教員にとっては非常に大変です。０から１を
創り出すには、時間も労力も大きく必要です。そんなと
きに、このSCCのカリキュラムを活用して授業を行うこ
とはメリットがあると感じています。授業者として探究
的な学びに関わる機会があることで、自らアイデアを考
え出すためのきっかけにもなると感じました。

中村優希先生
（宝仙小学校教諭）

探究的な学びの入口として最適かなと思っています。子
どもの創造性を高めるプログラムとしてはもちろん、実
践を複数の教員で進めることで、教員研修にもなると感
じました。子どもの創造性や探究心を高めるためには、
どのような問いをたて、どのような支援が必要か。体験
を通して学ぶことができます。
また、既成のプログラムなので、同僚の先生たちと授業
の内容について議論をしやすいのかなと思っています。
同僚がつくったプログラムだと、どうしても言いにくい
こともありますが、SCCの場合はそうではないので、ス
トレートに議論することができます。
今回も互いに授業を見合い、また事後に振り返りを行う
中で、これからの教育に必要なことを共に高めあいなが
ら考えていくことができました。まさに実践的教員研修
であったと感じます。

吉金佳能先生
（宝仙小学校教諭）

小宮山洋先生
（成城学園初等学校教諭）

長田柊香先生
（成城学園初等学校教諭）

そもそもSCCのプログラム自体が枠にはめようというも
のではありません。どうしても、一般的な授業は枠には
めて、その日行き着きたいゴールとか、そこに収めたい
というものになってしまいますが、このプログラムは枠
からはみ出ていいんだ、その先に進んでいいんだという
姿勢を子どもたちに伝えられる授業だったなと思います。
あとは、子どもたちを叱らずに1時間の授業が進められ
る（笑）。授業のなかで、子どもたちのいいところをよ
りたくさん見つけられた気がします。

私自身は、教科横断の学びが大事だと思います。音楽
と国語とか、算数と社会とかを結びつけながら授業が
できるといいなと思っています。ただ、教科をクロス
オーバーさせて新しいものをつくるのは本当に難しい
です。そのアイデアをもらえるのがSCCなんだと思い
ました。
お芝居のプログラムにしても、お芝居にとどまらず、
生き方とか日常に広げていける学びがあると思うので、
その点はいろいろな学校で活かせるかなと思います。
プログラムもすごく丁寧につくられているので、授業
もやりやすいです。動画のなかで授業を進めてくれる
ので、少し客観的に子どもたちを見ることもできまし
た。



■会社概要
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株式会社スコップ
東京都港区東新橋1-8-1 39階

【事業内容】
・「スコップ・スクール」の運営
・学習環境支援ツールの開発
・実践的創造力育成コンテンツの開発など

【資本金等】
3億5000万円

問合先： tankyu@schopschool.com

mailto:tankyu@schopschool.com

